






 

研究目的 

 1才6ヵ月健診の実施にともない,従来,3才児においてはじめて発見された異

常を 1才半までに発見することが企図されている。このシステムが確立するな

らば,従来,3 才児で実施されていた疾病発見のためのいろいろな検診項目は大

巾に変更される可能性があろう。本研究は,従来実施されてきた 3才児健診の成

績とその後の追跡,未受診児の実情,乳児健診との関連,3 才児健診以前に他の

機会に発見されていた疾病の内容などを知り,将来,1 才半検診との関連におい

て実施される 3才児健診の計画に際しての基礎資料をうることを目的とした。

なお,重点項目を特に精神発達遅滞においた。 


